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国語

単元のまとまりの評価規準

第６学年

準備

◎詩を音読することができる。
（知・技(1)ケ）
○比喩や反復などの表現の工夫
に気づくことができる。（知・技(1)
ク）
○詩の全体像を具体的に想像し
たり、表現の効果を考えたりするこ
とができる。（思・判・表C(1)エ）

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現知識・技能

△知識・技能　　思考・判断・表現（◇話すこと・聞くこと　　■書くこと　　□読むこと）　

帰り道

◎文章の構成や展開、文章の種
類とその特徴について理解するこ
とができる。（知・技(1)カ）
◎登場人物の相互関係や心情な
どについて、描写を基に捉えること
ができる。（思・判・表Ｃ(1)イ）
○比喩や反復などの表現の工夫
に気づくことができる。（知・技(1)
ク）

・文章の構成や展開、文章の種類
とその特徴について理解してい
る。（(1)カ）
・比喩や反復などの表現の工夫に
気づいている。（(1)ク）

「読むこと」において、登場人物の
相互関係や心情などについて、描
写を基に捉えている。（C(1)イ）

進んで登場人物の相互関係や心
情などについて描写を基に捉え、
学習の見通しをもって印象に残っ
たことについて考えを伝え合おうと
している。

比喩や反復などの表現の工夫に
気づいている。（(1)ク）

「書くこと」において、文章全体の
構成や展開が明確になっているか
など、文章に対する感想や意見を
伝え合い、自分の文章のよいとこ
ろを見つけている。（B(1)カ）

積極的に表現を工夫し、これまで
の学習をいかして互いの文章を読
み合おうとしている

つないで、つないで、一つのお
話

◎自分が聞こうとする意図に応じ
て、話の内容を捉え、自分の考え
をまとめることができる。（思・判・
表A(1)エ）
○言葉には、相手とのつながりを
つくる働きがあることに気づくこと
ができる。（知・技(1)ア）

言葉には、相手とのつながりをつく
る働きがあることに気づいている。
（(1)ア）

「話すこと・聞くこと」において、自
分が聞こうとする意図に応じて、話
の内容を捉え、自分の考えをまと
めている。（A(1)エ）

進んで話の内容を捉えながら相手
の話を聞き、これまでの学習をい
かしてお話作りに取り組もうとして
いる。

・比喩や反復などの表現の工夫に
気づいている。（(1)ク）
・詩を音読している。（(1)ケ）

「読むこと」において、詩の全体像
を具体的に想像したり、表現の効
果を考えたりしている。（C(1)エ）

進んで詩を音読し、学習課題に
沿って感じたことを伝え合おうとし
ている。

伝わるかな、好きな食べ物
続けてみよう

○比喩や反復などの表現の工夫
に気づくことができる。（知・技(1)
ク）
○文章全体の構成や展開が明確
になっているかなど、文章に対す
る感想や意見を伝え合い、自分の
文章のよいところを見つけることが
できる。（思・判・表B(1)カ）
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漢字の形と音・意味

◎漢字の由来、特質などについて
理解することができる。（知・技(3)
ウ）
○第６学年までに配当されている
漢字を読むとともに、漸次書き、文
や文章の中で使うことができる。
（知・技(1)エ）

・第６学年までに配当されている漢
字を読むとともに、漸次書き、文や
文章の中で使っている。（(1)エ）
・漢字の由来、特質などについて
理解している。（(3)ウ）

進んで漢字の由来、特質などにつ
いて理解し、これまでの学習をい
かして漢字を文や文章の中で使お
うとしている。

進んで公共図書館の役割や特徴
について知り、学習課題に沿って
利用してみたいものや本の記録の
しかたについて考えようとしてい
る。

公共図書館を活用しよう

◎日常的に読書に親しみ、読書
が、自分の考えを広げることに役
立つことに気づくことができる。
（知・技(3)オ）

日常的に読書に親しみ、読書が、
自分の考えを広げることに役立つ
ことに気づいている。（(3)オ）

春のいぶき

◎語句と語句との関係について理
解し、語彙を豊かにするとともに、
語感や言葉の使い方に対する感
覚を意識して、語や語句を使うこと
ができる。（知・技(1)オ）
○目的や意図に応じて、感じたこ
とや考えたことなどから書くことを
選び、伝えたいことを明確にするこ
とができる。（思・判・表B(1)ア）

語句と語句との関係について理解
し、語彙を豊かにするとともに、語
感や言葉の使い方に対する感覚
を意識して、語や語句を使ってい
る。（(1)オ）

「書くこと」において、目的や意図
に応じて、感じたことや考えたこと
などから書くことを選び、伝えたい
ことを明確にしている。（B(1)ア）

積極的に季節を表す語彙を豊か
にし、これまでの学習をいかして俳
句や短歌を作ろうとしている。
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漢字の広場　①
五年生で学んだ漢字　①

△第５学年及び第６学年の各学年
においては，学年別漢字配当表の
当該学年までに配当されている漢
字を読むこと。また，当該学年の
前の学年までに配当されている漢
字を書き，文や文章の中で使うと
ともに，当該学年に配当されてい
る漢字を漸次書き，文や文章の中
で使うこと。
■筋道の通った文章となるよう
に，文章全体の構成や展開を考え
ること。

○前学年や当該学年で配当され
ている漢字を文や文章の中で使っ
ている。

○「書くこと」において，筋道の通っ
た文章となるように，文章全体の
構成や展開を考えている。

○積極的に前学年や当該学年で
配当されている漢字を使い，学習
課題に沿って，教科書の絵を説明
する文を書こうとしている。

漢字の広場①

◎第５学年までに配当されている
漢字を書き、文や文章の中で使う
ことができる。（知・技(1)エ）
・書き表し方などに着目して、文や
文章を整えることができる。（思・
判・表B(1)オ）

第５学年までに配当されている漢
字を書き、文や文章の中で使って
いる。（(1)エ）

「書くこと」において、書き表し方な
どに着目して、文や文章を整えて
いる。（B(1)オ）

積極的に第５学年までに配当され
ている漢字を使い、これまでの学
習をいかして記事を書こうとしてい
る。

聞いて、考えを深めよう

◎語感や言葉の使い方に対する
感覚を意識して、語や語句を使う
ことができる。（知・技(1)オ）
◎話し手の目的や自分が聞こうと
する意図に応じて、話の内容を捉
え、話し手の考えと比較しながら、
自分の考えをまとめることができ
る。（思・判・表A(1)エ）
○日常よく使われる敬語を理解し
使い慣れることができる。（知・技
(1)キ）

・語感や言葉の使い方に対する感
覚を意識して、語や語句を使って
いる。（(1)オ）
・日常よく使われる敬語を理解し使
い慣れている。（(1)キ）

「話すこと・聞くこと」において、話し
手の目的や自分が聞こうとする意
図に応じて、話の内容を捉え、話
し手の考えと比較しながら、自分
の考えをまとめている。（A(1)エ）

進んで話し手の目的や自分が聞こ
うとする意図に応じて話の内容を
捉え、学習課題に沿ってインタ
ビューをしようとしている。
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学習の見通しをもって短歌を作り、
積極的に短歌に対する感想や意
見を伝え合おうとしている。

文の組み立て

◎文の中での語句の係り方や語
順について理解することができる。
（知・技(1)カ）

文の中での語句の係り方や語順
について理解している。（(1)カ）

進んで文の中での語句の係り方
や語順について理解し、これまで
の学習をいかして設問に取り組も
うとしている。

笑うから楽しい
時計の時間と心の時間

◎原因と結果など情報と情報との
関係について理解することができ
る。（知・技(2)ア）
◎事実と感想、意見などとの関係
を叙述を基に押さえ、文章全体の
構成を捉えて要旨を把握すること
ができる。（思・判・表C(1)ア）
○文章の構成や展開、文章の種
類とその特徴について理解するこ
とができる。（知・技(1)カ）
〇文章を読んで理解したことに基
づいて、自分の考えをまとめること
ができる。（思・判・表C(1)オ）

・文章の構成や展開、文章の種類
とその特徴について理解してい
る。（(1)カ）
・原因と結果など情報と情報との
関係について理解している。（(2)
ア）

・「読むこと」において、事実と感
想、意見などとの関係を叙述を基
に押さえ、文章全体の構成を捉え
て要旨を把握している。（C(1)ア）
・「読むこと」において、文章を読ん
で理解したことに基づいて、自分
の考えをまとめている。（C(1)オ）

進んで事実と感想、意見などとの
関係を叙述を基に押さえ、学習課
題に沿って自分の考えを伝え合お
うとしている。

たのしみは

◎短歌に対する感想や意見を伝
え合い、自分の作品のよいところ
を見つけることができる。（思・判・
表B(1)カ）
○語感や言葉の使い方に対する
感覚を意識して、語や語句を使う
ことができる。（知・技(1)オ）
〇語句の係り方や語順、話や文章
の種類とその特徴について理解す
ることができる。（知・技(1)カ）
〇自分の考えが伝わるように書き
表し方を工夫することができる。
（思・判・表B(1)ウ）

・語感や言葉の使い方に対する感
覚を意識して、語や語句を使って
いる。（(1)オ）
・語句の係り方や語順、話や文章
の種類とその特徴について理解し
ている。（(1)カ）

・「書くこと」において、自分の考え
が伝わるように書き表し方を工夫
している。（B(1)ウ）
・「書くこと」において、短歌に対す
る感想や意見を伝え合い、自分の
作品のよいところを見つけている。
（B(1)カ）



　評価規準
江戸川区立船堀小学校

1

2

8

天地の文

【情報】情報と情報をつなげて
伝えるとき

◎情報と情報との関係づけのしか
た、図などによる語句と語句との
関係の表し方を理解し使うことが
できる。（知・技(2)イ）
○目的や意図に応じて、集めた材
料を分類したり関係づけたりして、
伝えたいことを明確にすることがで
きる。（思・判・表B(1)ア）

情報と情報との関係づけのしか
た、図などによる語句と語句との
関係の表し方を理解し使ってい
る。（(2)イ）

「書くこと」において、目的や意図
に応じて、集めた材料を分類した
り関係づけたりして、伝えたいこと
を明確にしている。（B(1)ア）

◎近代以降の文語調の文章を音
読するなどして、言葉の響きやリ
ズムに親しむことができる。（知・
技(3)ア）
○古典について解説した文章を読
んだり作品の内容の大体を知った
りすることを通して、昔の人のもの
の見方や感じ方を知ることができ
る。（知・技(3)イ）

・近代以降の文語調の文章を音読
するなどして、言葉の響きやリズ
ムに親しんでいる。（(3)ア）
・古典について解説した文章を読
んだり作品の内容の大体を知った
りすることを通して、昔の人のもの
の見方や感じ方を知っている。（(3)
イ）

進んで情報と情報との関係づけの
しかたについて理解を深め、学習
課題に沿って報告書を書き直そう
としている。

デジタル機器と私たち

◎原因と結果など情報と情報との
関係について理解することができ
る。（知・技(2)ア）
◎筋道の通った文章となるよう
に、文章全体の構成や展開を考え
ることができる。（思・判・表B(1)イ）
○文と文との接続の関係、文章の
構成や展開、文章の種類とその特
徴について理解することができる。
（知・技(1)カ）

・文と文との接続の関係、文章の
構成や展開、文章の種類とその特
徴について理解している。（(1)カ）
・原因と結果など情報と情報との
関係について理解している。（(2)
ア）

「書くこと」において、筋道の通った
文章となるように、文章全体の構
成や展開を考えている。（B(1)イ）

積極的に文章全体の構成や展開
を考え、学習の見通しをもって提
案する文章を書こうとしている。

進んで言葉の響きやリズムに親し
み、これまでの学習をいかして音
読しようとしている。
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夏のさかり

◎語句と語句との関係について理
解し、語彙を豊かにするとともに、
語感や言葉の使い方に対する感
覚を意識して、語や語句を使うこと
ができる。（知・技(1)オ）
○目的や意図に応じて、感じたこ
とや考えたことなどから書くことを
選び、伝えたいことを明確にするこ
とができる。（思・判・表B(1)ア）

語句と語句との関係について理解
し、語彙を豊かにするとともに、語
感や言葉の使い方に対する感覚
を意識して、語や語句を使ってい
る。（(1)オ）

「書くこと」において、目的や意図
に応じて、感じたことや考えたこと
などから書くことを選び、伝えたい
ことを明確にしている。（B(1)ア）

積極的に季節を表す語彙を豊か
にし、これまでの学習をいかして手
紙を書こうとしている。

本は友達
私と本
星空を届けたい

◎日常的に読書に親しみ、読書
が、自分の考えを広げることに役
立つことに気づくことができる。
（知・技(3)オ）
○文章を読んで理解したことに基
づいて、自分の考えをまとめること
ができる。（思・判・表C(1)オ）
〇文章を読んでまとめた意見や感
想を共有し、自分の考えを広げる
ことができる。（思・判・表C(1)カ）

日常的に読書に親しみ、読書が、
自分の考えを広げることに役立つ
ことに気づいている。（(3)オ）

・「読むこと」において、文章を読ん
で理解したことに基づいて、自分
の考えをまとめている。（C(1)オ）
・「読むこと」において、文章を読ん
でまとめた意見や感想を共有し、
自分の考えを広げている。（C(1)
カ）

進んで読書が自分の考えを広げ
ることに役立つことに気づき、これ
までの学習をいかしてブックトーク
をしようとしている。

せんねん　まんねん

◎比喩や反復などの表現の工夫
に気づくことができる。（知・技(1)
ク）
◎詩を読んで理解したことに基づ
いて、自分の考えをまとめることが
できる。（思・判・表C(1)オ）

比喩や反復などの表現の工夫に
気づいている。（(1)ク）

「読むこと」において、詩を読んで
理解したことに基づいて、自分の
考えをまとめている。（C(1)オ）

積極的に表現の工夫に気づき、こ
れまでの学習をいかして考えたこ
とを伝え合おうとしている。



　評価規準
江戸川区立船堀小学校

2

3

2

1

インターネットでニュースを読も
う

文章を推敲しよう

◎文章全体の構成や書き表し方
などに着目して、文や文章を整え
ることができる。（思・判・表B(1)オ）
○文の中での語句の係り方や語
順、文と文との接続の関係、話や
文章の構成や展開について理解
することができる。（知・技(1)カ）

文の中での語句の係り方や語順、
文と文との接続の関係、話や文章
の構成や展開について理解してい
る。（(1)カ）

「書くこと」において、文章全体の
構成や書き表し方などに着目し
て、文や文章を整えている。（B(1)
オ）

◎目的に応じて、文章と図表など
を結び付けるなどして必要な情報
を見つけることができる。（思・判・
表C(1)ウ）
○文章の構成や展開、文章の種
類とその特徴について理解するこ
とができる。（知・技(1)カ）
○文章を読んで理解したことに基
づいて、自分の考えをまとめること
ができる。（思・判・表C(1)オ）

いちばん大事なものは

◎原因と結果など情報と情報との
関係について理解することができ
る。（知・技(2)ア）
◎互いの立場や意図を明確にしな
がら計画的に話し合い、考えを広
げたりまとめたりすることができ
る。（思・判・表A(1)オ）

原因と結果など情報と情報との関
係について理解している。（(2)ア）

「話すこと・聞くこと」において、互
いの立場や意図を明確にしながら
計画的に話し合い、考えを広げた
りまとめたりしている。（A(1)オ）

漢字の広場②

◎第５学年までに配当されている
漢字を書き、文や文章の中で使う
ことができる。（知・技(1)エ）
・書き表し方などに着目して、文や
文章を整えることができる。（思・
判・表B(1)オ）

第５学年までに配当されている漢
字を書き、文や文章の中で使って
いる。（(1)エ）

「書くこと」において、書き表し方な
どに着目して、文や文章を整えて
いる。（B(1)オ）

積極的に第５学年までに配当され
ている漢字を使い、これまでの学
習をいかして文章を書こうとしてい
る。

文章の構成や展開、文章の種類と
その特徴について理解している。
（(1)カ）

・「読むこと」において、目的に応じ
て、文章と図表などを結び付ける
などして必要な情報を見つけてい
る。（C(1)ウ）
・「読むこと」において、文章を読ん
で理解したことに基づいて、自分
の考えをまとめている。（C(1)オ）

進んでニュースサイトの特徴を理
解し、これまでの学習をいかして
ニュースサイトと新聞を比較して読
もうとしている。

進んで文章全体の構成や書き表
し方などに着目し、学習課題に
沿って文章を推敲しようとしてい
る。

積極的に考えを広げ、学習課題に
沿って考えを尋ね合おうとしてい
る。
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やまなし
【資料】イーハトーブの夢

◎比喩や反復などの表現の工夫
に気づくことができる。（知・技(1)
ク）
◎物語の全体像を具体的に想像
したり、表現の効果を考えたりする
ことができる。（思・判・表C(1)エ）
○文章の構成や展開、文章の種
類とその特徴について理解するこ
とができる。（知・技(1)カ）

・文章の構成や展開、文章の種類
とその特徴について理解してい
る。（(1)カ）
・比喩や反復などの表現の工夫に
気づいている。（(1)ク）

「読むこと」において、物語の全体
像を具体的に想像したり、表現の
効果を考えたりしている。（C(1)エ）

粘り強く物語の全体像を具体的に
想像したり、表現の効果を考えた
りし、学習の見通しをもって作品世
界について考えたことを書き、伝え
合おうとしている。

◎第５学年までに配当されている
漢字を書き、文や文章の中で使う
ことができる。（知・技(1)エ）
・書き表し方などに着目して、文や
文章を整えることができる。（思・
判・表B(1)オ）

第５学年までに配当されている漢
字を書き、文や文章の中で使って
いる。（(1)エ）

「書くこと」において、書き表し方な
どに着目して、文や文章を整えて
いる。（B(1)オ）

積極的に第５学年までに配当され
ている漢字を使い、これまでの学
習をいかして物語を書こうとしてい
る。

熟語の成り立ち

◎語句の構成や変化について理
解することができる。（知・技(1)オ）
○第６学年までに配当されている
漢字を読むとともに、漸次書き、文
や文章の中で使うことができる。
（知・技(1)エ）

・第６学年までに配当されている漢
字を読むとともに、漸次書き、文や
文章の中で使っている。（(1)エ）
・語句の構成や変化について理解
している。（(1)オ）

進んで熟語の構成についての理
解を深め、学習課題に沿って熟語
を探したり組み合わせを考えたり
しようとしている。

漢字の広場　③
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みんなと楽しく過ごすために
【コラム】伝えにくいことを伝える

◎思考に関わる語句の量を増し、
話の中で使うことができる。（知・技
(1)オ）
◎互いの立場や意図を明確にしな
がら計画的に話し合い、考えを広
げたりまとめたりすることができ
る。（思・判・表A(1)オ）
〇言葉には、相手とのつながりを
つくる働きがあることに気づくこと
ができる。（知・技(1)ア）
○目的や意図に応じて、日常生活
の中から話題を決め、集めた材料
を分類したり関係づけたりして、伝
え合う内容を検討することができ
る。（思・判・表A(1)ア）

・言葉には、相手とのつながりをつ
くる働きがあることに気づいてい
る。（(1)ア）
・思考に関わる語句の量を増し、
話の中で使っている。（(1)オ）

・「話すこと・聞くこと」において、目
的や意図に応じて、日常生活の中
から話題を決め、集めた材料を分
類したり関係づけたりして、伝え合
う内容を検討している。（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」において、互
いの立場や意図を明確にしながら
計画的に話し合い、考えを広げた
りまとめたりしている。（A(1)オ）

粘り強く考えを広げたりまとめたり
し、学習の見通しをもって話し合お
うとしている。

秋の深まり

◎語句と語句との関係について理
解し、語彙を豊かにするとともに、
語感や言葉の使い方に対する感
覚を意識して、語や語句を使うこと
ができる。（知・技(1)オ）
○目的や意図に応じて、感じたこ
とや考えたことなどから書くことを
選び、伝えたいことを明確にするこ
とができる。（思・判・表B(1)ア）

語句と語句との関係について理解
し、語彙を豊かにするとともに、語
感や言葉の使い方に対する感覚
を意識して、語や語句を使ってい
る。（(1)オ）

「書くこと」において、目的や意図
に応じて、感じたことや考えたこと
などから書くことを選び、伝えたい
ことを明確にしている。（B(1)ア）

積極的に季節を表す語彙を豊か
にし、これまでの学習をいかして俳
句や短歌を作ろうとしている。

◎話し言葉と書き言葉との違いに
気づくことができる。（知・技(1)イ）

話し言葉と書き言葉との違いに気
づいている。（(1)イ）

進んで話し言葉と書き言葉との違
いに気づき、これまでの学習をい
かして設問に取り組もうとしてい
る。

話し言葉と書き言葉
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古典芸能の世界
狂言「柿山伏」を楽しもう

◎古典について解説した文章を読
んだり作品の内容の大体を知った
りすることを通して、昔の人のもの
の見方や感じ方を知ることができ
る。（知・技(3)イ）
○親しみやすい古典芸能の文章
を音読するなどして、言葉の響き
やリズムに親しむことができる。
（知・技(3)ア）

・親しみやすい古典芸能の文章を
音読するなどして、言葉の響きや
リズムに親しんでいる。（(3)ア）
・古典について解説した文章を読
んだり作品の内容の大体を知った
りすることを通して、昔の人のもの
の見方や感じ方を知っている。（(3)
イ）

粘り強く論の進め方について考え
たり、書き表し方を工夫したりし、
学習の見通しをもって日本文化の
よさを伝える文章を書こうとしてい
る。

進んで昔の人のものの見方や感じ
方を知り、これまでの学習をいかし
て「柿山伏」を音読したり演じたりし
ようとしている。

『鳥獣戯画』を読む
発見　日本文化の魅力

◎比喩や反復などの表現の工夫
に気づくことができる。（知・技(1)
ク）
◎目的や意図に応じて簡単に書
いたり詳しく書いたりするとともに、
事実と感想、意見とを区別して書
いたりするなど、自分の考えが伝
わるように書き表し方を工夫するこ
とができる。（思・判・表B(1)ウ）
◎目的に応じて、文章と図表など
を結び付けるなどして必要な情報
を見つけたり、論の進め方につい
て考えたりすることができる。（思・
判・表C(1)ウ）
○日常的に読書に親しみ、読書
が、自分の考えを広げることに役
立つことに気づくことができる。
（知・技(3)オ）
〇事実と感想、意見などとの関係
を叙述を基に押さえ、文章全体の
構成を捉えて要旨を把握すること
ができる。（思・判・表C(1)ア）

・比喩や反復などの表現の工夫に
気づいている。（(1)ク）
・日常的に読書に親しみ、読書
が、自分の考えを広げることに役
立つことに気づいている。（(3)オ）

・「書くこと」において、目的や意図
に応じて簡単に書いたり詳しく書
いたりするとともに、事実と感想、
意見とを区別して書いたりするな
ど、自分の考えが伝わるように書
き表し方を工夫している。（B(1)ウ）
・「読むこと」において、事実と感
想、意見などとの関係を叙述を基
に押さえ、文章全体の構成を捉え
て要旨を把握している。（C(1)ア）
・「読むこと」において、目的に応じ
て、文章と図表などを結び付ける
などして必要な情報を見つけた
り、論の進め方について考えたり
している。（C(1)ウ）
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「書くこと」において、書き表し方な
どに着目して、文や文章を整えて
いる。（B(1)オ）

積極的に第５学年までに配当され
ている漢字を使い、これまでの学
習をいかして文章を書こうとしてい
る。

カンジ―博士の漢字学習の秘
伝

◎文や文章の中で漢字と仮名を
適切に使い分けるとともに、送り仮
名や仮名遣いに注意して正しく書
くことができる。（知・技(1)ウ）
○第６学年までに配当されている
漢字を読むとともに、漸次書き、文
や文章の中で使うことができる。
（知・技(1)エ）

・文や文章の中で漢字と仮名を適
切に使い分けるとともに、送り仮名
や仮名遣いに注意して正しく書い
ている。（(1)ウ）
・第６学年までに配当されている漢
字を読むとともに、漸次書き、文や
文章の中で使っている。（(1)エ）

工夫して漢字学習を行うことに進
んで取り組み、これまでの学習を
いかして漢字を正しく書こうとして
いる。

ぼくのブックウーマン

◎文章を読んで理解したことに基
づいて、自分の考えをまとめること
ができる。（思・判・表C(1)オ）
〇日常的に読書に親しみ、読書
が、自分の考えを広げることに役
立つことに気づくことができる。
（知・技(3)オ）
○人物像や物語などの全体像を
具体的に想像することができる。
（思・判・表C(1)エ）

日常的に読書に親しみ、読書が、
自分の考えを広げることに役立つ
ことに気づいている。（(3)オ）

・「読むこと」において、人物像や
物語などの全体像を具体的に想
像している。（C(1)エ）
・「読むこと」において、文章を読ん
で理解したことに基づいて、自分
の考えをまとめている。（C(1)オ）

進んで文章を読んで理解したこと
に基づいて自分の考えをまとめ、
学習課題に沿って考えたことを伝
え合おうとしている。

漢字の広場　④

◎第５学年までに配当されている
漢字を書き、文や文章の中で使う
ことができる。（知・技(1)エ）
・書き表し方などに着目して、文や
文章を整えることができる。（思・
判・表B(1)オ）

第５学年までに配当されている漢
字を書き、文や文章の中で使って
いる。（(1)エ）
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冬のおとずれ

◎語句と語句との関係について理
解し、語彙を豊かにするとともに、
語感や言葉の使い方に対する感
覚を意識して、語や語句を使うこと
ができる。（知・技(1)オ）
○目的や意図に応じて、感じたこ
とや考えたことなどから書くことを
選び、伝えたいことを明確にするこ
とができる。（思・判・表B(1)ア）

語句と語句との関係について理解
し、語彙を豊かにするとともに、語
感や言葉の使い方に対する感覚
を意識して、語や語句を使ってい
る。（(1)オ）

「書くこと」において、目的や意図
に応じて、感じたことや考えたこと
などから書くことを選び、伝えたい
ことを明確にしている。（B(1)ア）

積極的に季節を表す語彙を豊か
にし、これまでの学習をいかして手
紙を書こうとしている。

詩を朗読してしょうかいしよう

◎詩を朗読することができる。
（知・技(1)ケ）
○日常的に読書に親しみ、読書
が、自分の考えを広げることに役
立つことに気づくことができる。
（知・技(3)オ）
〇詩を読んでまとめた意見や感想
を共有し、自分の考えを広げること
ができる。（思・判・表C(1)カ）

・詩を朗読している。（(1)ケ）
・日常的に読書に親しみ、読書
が、自分の考えを広げることに役
立つことに気づいている。（(3)オ）

「読むこと」において、詩を読んで
まとめた意見や感想を共有し、自
分の考えを広げている。（C(1)カ）

進んで詩を朗読し、これまでの学
習をいかしてお気に入りの詩を紹
介しようとしている。

おすすめパンフレットをつくろう

◎引用したり、図表やグラフなどを
用いたりして、自分の考えが伝わ
るように書き表し方を工夫すること
ができる。（思・判・表B(1)エ）
○言葉には、相手とのつながりを
つくる働きがあることに気づくこと
ができる。（知・技(1)ア）
〇文章の構成や展開、文章の種
類とその特徴について理解するこ
とができる。（知・技(1)カ）

・言葉には、相手とのつながりをつ
くる働きがあることに気づいてい
る。（(1)ア）
・文章の構成や展開、文章の種類
とその特徴について理解してい
る。（(1)カ）

「書くこと」において、引用したり、
図表やグラフなどを用いたりして、
自分の考えが伝わるように書き表
し方を工夫している。（B(1)エ）

進んで引用したり、図表やグラフな
どを用いたりして、自分の考えが
伝わるように書き表し方を工夫し、
学習の見通しをもって推薦したい
ものをパンフレットにまとめようとし
ている。
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1漢字の広場　⑤

◎第５学年までに配当されている
漢字を書き、文や文章の中で使う
ことができる。（知・技(1)エ）
・書き表し方などに着目して、文や
文章を整えることができる。（思・
判・表B(1)オ）

第５学年までに配当されている漢
字を書き、文や文章の中で使って
いる。（(1)エ）

「書くこと」において、書き表し方な
どに着目して、文や文章を整えて
いる。（B(1)オ）

積極的に第５学年までに配当され
ている漢字を使い、これまでの学
習をいかして文章を書こうとしてい
る。

知ってほしい、この名言

◎情報と情報との関係づけのしか
た、図などによる語句と語句との
関係の表し方を理解し使うことが
できる。（知・技(2)イ）
◎目的や意図に応じて、感じたこ
とや考えたことなどから書くことを
選び、集めた材料を分類したり関
係づけたりして、伝えたいことを明
確にすることができる。（思・判・表
B(1)ア）

情報と情報との関係づけのしか
た、図などによる語句と語句との
関係の表し方を理解し使ってい
る。（(2)イ）

「書くこと」において、目的や意図
に応じて、感じたことや考えたこと
などから書くことを選び、集めた材
料を分類したり関係づけたりして、
伝えたいことを明確にしている。
（B(1)ア）

進んで集めた材料を分類したり関
係づけたりし、学習課題に沿って
名言を紹介しようとしている。

日本の文字文化
【コラム】仮名遣い

◎文や文章の中で漢字と仮名を
適切に使い分けるとともに、送り仮
名や仮名遣いに注意して正しく書
くことができる。（知・技(1)ウ）
◎語句の由来などに関心をもち、
仮名及び漢字の由来、特質などに
ついて理解することができる。（知・
技(3)ウ）

・文や文章の中で漢字と仮名を適
切に使い分けるとともに、送り仮名
や仮名遣いに注意して正しく書い
ている。（(1)ウ）
・語句の由来などに関心をもち、仮
名及び漢字の由来、特質などにつ
いて理解している。（(3)ウ）

進んで仮名及び漢字の由来、特
質などについて理解し、これまで
の学習をいかして適切な表記を考
えようとしている。
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3日本語の特徴

〇語句と語句との関係、語句の構
成や変化について理解し、語彙を
豊かにするとともに、語感や言葉
の使い方に対する感覚を意識し
て、語や語句を使うことができる。
（知・技(1)オ）
〇文の中での語句の係り方や語
順について理解することができる。
（知・技(1)カ）
〇目的や意図に応じて簡単に書
いたり詳しく書いたりするとともに、
事実と感想、意見とを区別して書
いたりするなど、自分の考えが伝
わるように書き表し方を工夫するこ
とができる。（思・判・表B(1)ウ）

・語句と語句との関係、語句の構
成や変化について理解し、語彙を
豊かにするとともに、語感や言葉
の使い方に対する感覚を意識し
て、語や語句を使っている。（(1)
オ）
・文の中での語句の係り方や語順
について理解している。（(1)カ）

「書くこと」において、目的や意図
に応じて簡単に書いたり詳しく書
いたりするとともに、事実と感想、
意見とを区別して書いたりするな
ど、自分の考えが伝わるように書
き表し方を工夫している。（B(1)ウ）

進んで日本語の特徴について理
解を深め、学習課題に沿って日本
語の特徴を紹介する文章を書こう
としている。

使える言葉にするために

◎第６学年までに配当されている
漢字を読み、漸次書き、文や文章
の中で使うことができる。（知・技
(1)エ）

第６学年までに配当されている漢
字を読み、漸次書き、文や文章の
中で使っている。（(1)エ）

進んで第６学年までに配当されて
いる漢字を読み、これまでの学習
をいかして、読み方や意味が分か
らない言葉を辞書で調べようとして
いる。

「考える」とは

◎文章の構成や展開、文章の種
類とその特徴について理解するこ
とができる。（知・技(1)カ）
◎文章を読んで理解したことに基
づいて、自分の考えをまとめること
ができる。（思・判・表C(1)オ）
◎文章を読んでまとめた意見や感
想を共有し、自分の考えを広げる
ことができる。（思・判・表C(1)カ）
○思考に関わる語句の量を増し、
話や文章の中で使うことができる。
（知・技(1)オ）

・思考に関わる語句の量を増し、
話や文章の中で使っている。（(1)
オ）
・文章の構成や展開、文章の種類
とその特徴について理解してい
る。（(1)カ）

・「読むこと」において、文章を読ん
で理解したことに基づいて、自分
の考えをまとめている。（C(1)オ）
・「読むこと」において、文章を読ん
でまとめた意見や感想を共有し、
自分の考えを広げている。（C(1)
カ）

粘り強く文章を読んで理解したこと
に基づいて自分の考えをまとめ、
学習課題に沿って考えたことを伝
え合おうとしている。
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大切にしたい言葉

◎語感や言葉の使い方に対する
感覚を意識して、語や語句を使う
ことができる。（知・技(1)オ）
◎目的や意図に応じて簡単に書
いたり詳しく書いたりするとともに、
事実と感想、意見とを区別して書
いたりするなど、自分の考えが伝
わるように書き表し方を工夫するこ
とができる。（思・判・表B(1)ウ）

語感や言葉の使い方に対する感
覚を意識して、語や語句を使って
いる。（(1)オ）

書くこと」において、目的や意図に
応じて簡単に書いたり詳しく書い
たりするとともに、事実と感想、意
見とを区別して書いたりするなど、
自分の考えが伝わるように書き表
し方を工夫している。（B(1)ウ）

積極的に自分の考えが伝わるよう
に書き表し方を工夫し、学習の見
通しをもって大切にしたい言葉に
対する思いを書こうとしている。

海の命

◎文章を読んでまとめた意見や感
想を共有し、自分の考えを広げる
ことができる。（思・判・表C(1)カ）
〇比喩や反復などの表現の工夫
に気づくことができる。（知・技(1)
ク）
〇人物像や物語などの全体像を
具体的に想像したり、表現の効果
を考えたりすることができる。（思・
判・表C(1)エ）

・「読むこと」において、人物像や
物語などの全体像を具体的に想
像したり、表現の効果を考えたりし
ている。（C(1)エ）
・「読むこと」において、文章を読ん
でまとめた意見や感想を共有し、
自分の考えを広げている。（C(1)
カ）

積極的に文章を読んでまとめた意
見や感想を共有し、学習の見通し
をもってそれぞれの人物の生き方
に対する考えを話し合おうとしてい
る。

今、私は、ぼくは

◎話し言葉と書き言葉との違いに
気づくことができる。（知・技(1)イ）
◎資料を活用するなどして、自分
の考えが伝わるように表現を工夫
することができる。（思・判・表A(1)
ウ）
○日常よく使われる敬語を理解し
使い慣れることができる。（知・技
(1)キ）
〇話の内容が明確になるように、
事実と感想、意見とを区別するな
ど、話の構成を考えることができ
る。（思・判・表A(1)イ）

・話し言葉と書き言葉との違いに
気づいている。（(1)イ）
・日常よく使われる敬語を理解し使
い慣れている。（(1)キ）

・「話すこと・聞くこと」において、話
の内容が明確になるように、事実
と感想、意見とを区別するなど、話
の構成を考えている。（A(1)イ）
・「話すこと・聞くこと」において、資
料を活用するなどして、自分の考
えが伝わるように表現を工夫して
いる。（A(1)ウ）

積極的に資料を活用するなどして
自分の考えが伝わるように表現を
工夫し、学習の見通しをもって自
分の思いや考えを伝えるスピーチ
をしようとしている。



　評価規準
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1

4

漢字の広場➅

◎第５学年までに配当されている
漢字を書き、文や文章の中で使う
ことができる。（知・技(1)エ）
・書き表し方などに着目して、文や
文章を整えることができる。（思・
判・表B(1)オ）

第５学年までに配当されている漢
字を書き、文や文章の中で使って
いる。（(1)エ）

「書くこと」において、書き表し方な
どに着目して、文や文章を整えて
いる。（B(1)オ）

積極的に第５学年までに配当され
ている漢字を使い、これまでの学
習をいかして文章を書こうとしてい
る。

中学校へつなげよう
生きる

○比喩や反復などの表現の工夫
に気づくことができる。（知・技(1)
ク）
〇詩を朗読することができる。
（知・技(1)ケ）
〇目的や意図に応じて、感じたこ
とや考えたことなどから書くことを
選び、伝えたいことを明確にするこ
とができる。（思・判・表B(1)ア）
〇文章を読んで理解したことに基
づいて、自分の考えをまとめること
ができる。（思・判・表C(1)オ）
〇詩を読んでまとめた意見や感想
を共有し、自分の考えを広げること
ができる。（思・判・表C(1)カ）

・比喩や反復などの表現の工夫に
気づいている。（(1)ク）
・詩を朗読している。（(1)ケ）

・「書くこと」において、目的や意図
に応じて、感じたことや考えたこと
などから書くことを選び、伝えたい
ことを明確にしている。（B(1)ア）
・「読むこと」において、文章を読ん
で理解したことに基づいて、自分
の考えをまとめている。（C(1)オ）
・「読むこと」において、詩を読んで
まとめた意見や感想を共有し、自
分の考えを広げている。（C(1)カ）

積極的に６年間の国語学習を振り
返り、これまでの学習をいかして、
詩を読んで感じたことを伝え合っ
たり、文章に対する自分の考えを
まとめたりしようとしている。


